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（  続紙  １）  
京都大学  博士（教育学）  氏名  平山 朋子  
論文題目  
理学療法士教育におけるパフォーマンス評価と学生の学びに関する研究  








として、知識を測る CBT（Computer Based Testing）とともに、客観的臨床能力試験
（Objective Structured Clinical Examination：OSCE





本研究で開発された OSCE-R・「考える OSCE-R」は、医学 OSCE を参考にして理
学療法版 OSCE を作成し、それに映像によるグループリフレクションを加えたもの
である。OSCE-R は、〈第 1 回 OSCE→映像によるグループリフレクション（ロール
プレイ、教員等によるデモンストレーション、セミナーなどもあわせて実施）→第
2 回 OSCE→映像によるグループリフレクション〉というプロセスで構成されてい




ュラムの中に組み入れ、大学 2 年生・3 年生を対象に計 3 回実施している。本論文




査は 2007 年度～2015 年度にわたり、特に 2013 年度～2015 年度は縦断的調査となっ
ている。  
 本論文は、序章、第 1 章「OSCE-R の開発・実施と有効性の分析」（予備調査、研究
1）、第 2 章「『考える OSCE-R』の開発・実施と有効性の分析」（研究 2〜4）、第 3 章「OSCE-R
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と『考える OSCE-R』が卒業後の臨床活動に及ぼす影響」（研究 5）、終章の全 5 章（6
つの研究）で構成されている。  
第 1 章では、2 年生を対象とする OSCE-R の開発・実施と有効性について、学生
が、理学療法士としてのあり方、学習への向き合い方など、主に態度的な面を学ん
でいたことが明らかにされている。  
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（続紙  ２）                            
（論文審査の結果の要旨）  
本研究は、医療専門職教育（理学療法士養成）において基本的な臨床能力を評価
するパフォーマンス評価としての OSCE-R および「考える OSCE-R」を開発し、そ
こでの学生の学びの過程を分析しつつ、その有効性について明らかにすることを目
的としたものである。  




本研究で開発された OSCE-R は、医学 OSCE を参考にして理学療法版 OSCE を作
成し、それに映像によるグループリフレクションを加えたものである。「考える
OSCE-R」では、さらに臨床推論の要素が拡張され、より真正性の高いパフォーマン
ス評価となっている。調査は 1 学年約 80 人の学生を対象に、2007 年度～2015 年度





これまで、医学 OSCE など、臨床実習前や卒業直前（Advanced OSCE）の総括的
評価としての OSCE を扱った研究・実践は数多く行われているが、本研究では、医




本研究の内容と意義は、3 つの時間軸で捉えることができる。  
第一は、OSCE-R・「考える OSCE-R」の基本構成である〈第 1 回 OSCE→映像によ
るグループリフレクション（ロールプレイ、教員等によるデモンストレーション、
セミナーなどもあわせて実施）→第 2 回 OSCE→映像によるグループリフレクショ
































た、平成 29 年 2 月 20 日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結
果、合格と認めた。  
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